
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
案
及
び
重
要
電
子
計
算
機
に

対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

  

政
府
は
、
両
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

通
信
の
秘
密
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
と
通
信
情
報
の
利
用
及
び
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置

の
円
滑
な
実
施
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
効
果
的
に
制
度
を
運
用
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
平
素
か
ら
政
府
に
よ
り
通
信
情

報
が
監
視
さ
れ
得
る
の
で
は
な
い
か
と
の
国
民
の
懸
念
を
払
拭
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
な
広
報
活
動
等
に
よ
り
制
度
に
対
す

る
国
民
の
理
解
醸
成
を
図
る
こ
と
。 

 

二 

両
法
の
内
容
に
つ
い
て
、
関
係
事
業
者
に
対
す
る
説
明
及
び
意
見
交
換
を
継
続
的
か
つ
徹
底
し
て
行
い
、
懸
念
事
項
や
運

用
に
お
け
る
配
慮
事
項
等
を
十
分
に
反
映
し
て
今
後
の
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
政
省
令
や
基
本
方
針
等
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
や
産
業
界
は
も
と
よ
り
、
有
識
者
や
労
働
界
等
の
関
係
者
の
意
見
を
幅
広
く
丁
寧

に
聴
取
し
、
最
大
限
反
映
さ
せ
る
こ
と
。 

 

三 

イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
等
に
お
い
て
経
済
安
全
保
障
推
進
法
、
個
人
情
報
保
護
法
等
の
関
係
法
令
へ
の
対
応
と
の
重
複
を
回

令

和

七

年

五

月

十

五

日 

参

議

院

内

閣

委

員

会 
 



避
す
る
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
た
事
業
者
等
の
負
担
軽
減
と
政
府
の
対
応
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
報
告
先
の
一
元
化
や

報
告
様
式
の
統
一
化
、
速
報
の
簡
素
化
、
報
告
基
準
・
内
容
の
明
確
化
を
進
め
る
こ
と
。 

 

四 

基
幹
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
が
顧
客
情
報
を
漏
え
い
し
た
等
い
わ
れ
の
な
い
誹
謗
中
傷
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
情
報

の
安
全
管
理
措
置
を
始
め
と
し
た
運
用
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま
た
、
通
信
情
報
を
提
供
す
る
電
気
通
信
事
業
者
の
訴
訟
リ

ス
ク
の
軽
減
や
実
際
に
事
務
を
取
り
扱
う
労
働
者
の
権
利
保
護
の
重
要
性
に
十
分
配
意
す
る
こ
と
。 

 

五 

当
事
者
協
定
の
締
結
が
事
実
上
の
強
制
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
協
定
を
締
結
し
な
い
場
合
に
不
利
益
を

与
え
な
い
旨
を
基
本
方
針
等
に
明
記
す
る
こ
と
。 

 

六 

内
閣
総
理
大
臣
が
取
得
し
た
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
安
全
管
理
措
置
等
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
情
報
提
供
の
際
に
は
、

被
害
を
受
け
た
事
業
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。
特
に
、
当
事
者
協
定
に
基
づ
く
選
別
後
通
信
情

報
の
利
用
及
び
提
供
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
捜
査
目
的
で
は
な
く
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
係
る
場
合
に
限
定
す
る

こ
と
。 

 

七 

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
が
整
理
・
分
析
を
行
っ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
基
幹
イ

ン
フ
ラ
事
業
者
等
に
対
し
、
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
。
ま
た
、
情
報
の
整
理
・
分
析
や
脆
弱
性
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
諸
外
国
等
と
も
十
分
に
連
携
し
、
そ
の
対
応
に
万
全
を
期
す
こ
と
。 

 

八 

協
議
会
の
構
成
員
の
在
り
方
、
提
供
す
る
情
報
の
内
容
や
取
扱
い
等
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
の



み
な
ら
ず
中
小
企
業
や
地
方
公
共
団
体
を
含
む
関
係
者
の
意
見
を
幅
広
く
聴
取
し
、
各
主
体
が
協
議
会
へ
の
参
加
の
意
義
を

実
感
で
き
る
仕
組
み
と
な
る
よ
う
制
度
設
計
を
進
め
る
こ
と
。 

 

九 

協
議
会
を
活
用
し
た
官
民
の
情
報
共
有
に
お
い
て
は
、
重
要
経
済
安
保
情
報
保
護
活
用
法
に
基
づ
く
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク

リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
の
活
用
も
図
り
な
が
ら
、
機
微
情
報
も
含
め
迅
速
に
提
供
し
、
サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
を
効
果
的
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
安
定
的
な
経
済
活
動
や
我
が
国
の
技
術
的
優
位
性
を
確
保
し
、
産
業
競
争
力
の
強
化
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
。 

 

十 

政
府
の
体
制
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
両
法
の
実
効
性
の
あ
る
運
用
に
必
要
な
人
員
及
び
組
織
体
制
を
確
保
・
構
築
す
る
と

と
も
に
、
通
信
情
報
の
取
得
、
自
動
選
別
等
に
必
要
と
な
る
設
備
等
の
整
備
の
た
め
に
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。
あ

わ
せ
て
、
政
府
に
協
力
を
行
う
電
気
通
信
事
業
者
に
生
じ
得
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
に
関
す
る
負
担
に
つ
い
て
、
先
進

諸
外
国
の
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
の
回
避
策
に
つ
い
て
責
任
を
持
っ
て
検
討
す
る
こ
と
。 

 

十
一 

今
般
の
新
制
度
に
は
多
く
の
行
政
機
関
が
関
与
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
省
庁
間
連
携
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
特
に
、
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
能
に
つ
い
て
は
、
内
閣
官
房
の
新
組
織
は
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
サ
イ
バ
ー
安
全
保
障
分
野
に
お

け
る
情
報
や
そ
の
他
の
外
部
情
報
等
を
効
果
的
に
収
集
、
分
析
す
る
体
制
を
構
築
し
、
そ
の
強
化
を
図
る
こ
と
。 

 

十
二 

ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
に
お
い
て
、
内
閣
官
房
の
新
組
織
は
警
察
及
び
防
衛
省
・
自
衛
隊
と
緊
密
に
連
携
し
、
事
案

の
状
況
変
化
に
対
応
し
て
円
滑
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
十
分
に
把
握
し
た
上
で
総
合
調
整

機
能
を
果
た
す
こ
と
。
ま
た
、
緊
密
な
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
共
同
訓
練
等
に
よ
り
、
運
用
に
万
全
を
期
す
こ
と
。 



 
十
三 

通
信
防
護
措
置
の
発
令
を
迅
速
に
行
う
重
要
性
を
踏
ま
え
、
状
況
の
判
断
に
資
す
る
各
種
情
報
の
収
集
・
分
析
体
制
を

十
分
に
構
築
す
る
こ
と
。 

 

十
四 

警
察
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
、
公
安
委
員
会
は
警
察
か
ら
の

報
告
を
適
時
に
受
け
て
厳
格
な
監
督
を
行
う
と
と
も
に
、
警
察
は
関
係
す
る
記
録
を
保
存
し
、
事
後
的
な
検
証
に
努
め
る
こ

と
。 

 

十
五 

ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
の
実
施
に
当
た
る
警
察
や
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
バ
ー
分
野
の
高
度
な
専
門
教
育
や
同

盟
国
・
同
志
国
等
と
の
共
同
演
習
な
ど
を
通
じ
、
専
門
性
を
継
続
的
に
高
め
る
よ
う
、
必
要
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。 

 

十
六 

外
務
大
臣
は
、
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
実
効
性
の
あ
る

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
家
安
全
保
障
会
議
四
大
臣
会
合
等
に
お
い
て
、
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
を
行
う
際
の

外
交
上
の
観
点
か
ら
の
懸
念
点
を
共
有
す
る
な
ど
適
切
に
関
与
す
る
こ
と
。 

 

十
七 

外
国
に
所
在
す
る
攻
撃
サ
ー
バ
ー
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
が
国
際
法
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
こ

と
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
、
緊
急
状
態
を
援
用
す
る
際
に
は
国
家
責
任
条
文
第
二
十
五
条
の
要
件
を
満
た
し
て
同
措
置
を
行

う
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
国
際
法
上
の
評
価
を
行
う
外
務
大
臣
は
、
緊
急
状
態
を
援
用
す
る
場
合
、
同
措
置
が
、
重
大
か
つ
急

迫
し
た
危
険
か
ら
不
可
欠
の
利
益
を
守
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
で
あ
る
こ
と
、
及
び
他
国
の
不
可
欠
の
利
益
を
深
刻
に
侵
害

し
な
い
こ
と
を
満
た
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
同
措
置
の
実
施
主
体
と
の
協
議
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。 



 
十
八 

外
国
に
所
在
す
る
攻
撃
サ
ー
バ
ー
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
の
実
施
が
深
刻
な
外
交
問
題
に
つ
な
が
る
懸
念
及

び
我
が
国
の
国
家
実
行
と
し
て
国
際
法
規
則
の
形
成
に
影
響
を
与
え
る
事
項
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化

に
係
る
我
が
国
と
し
て
の
国
際
法
上
の
整
理
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
サ
イ
バ
ー
行
動
に
係
る
国
際
法
上
の
ル
ー
ル
形
成

に
我
が
国
と
し
て
貢
献
し
て
い
く
こ
と
。 

 

十
九 

サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監
理
委
員
会
は
、
通
信
情
報
の
取
得
や
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
に
関
す
る
承
認
等
に
つ
い
て
、

機
微
情
報
を
含
む
必
要
な
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
を
含
め
、
そ
の
権
限
及
び
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
適
正
に
か
つ
速
や
か

に
行
う
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。 

 

二
十 

サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監
理
委
員
会
は
、
国
会
が
実
効
的
な
監
視
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
詳
細
か
つ
速
や

か
に
報
告
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
国
会
に
対
す
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
に
お
け
る
修
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
法
律
上

明
示
さ
れ
た
事
項
以
外
の
事
項
を
含
め
て
そ
の
内
容
の
拡
充
に
努
め
る
も
の
と
し
、
国
会
が
、
当
該
報
告
等
を
契
機
と
し
て
、

両
法
に
基
づ
く
措
置
に
関
し
説
明
を
求
め
た
際
に
は
、
民
主
的
統
制
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
政
府
全
体
と
し
て
誠
実
に
対
応

し
、
そ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。 

 

二
十
一 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
強
靱
性
を
高
め
る
た
め
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
の
み
な
ら

ず
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
中
小
企
業
の
体
制
整
備
と
そ
れ
に
伴
う
費
用
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
経
済
的
、

人
的
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。
特
に
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と
取
引
の
あ
る
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
支
援
を
適
切
に
行
う

こ
と
。 



 
二
十
二 

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
の
確
保
及
び
育
成
に
つ
い
て
は
、
経
営
層
に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
に

対
す
る
理
解
を
促
し
、
同
人
材
の
地
位
向
上
や
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
る
取
組
を
通
じ
て
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。 

 

二
十
三 

国
産
技
術
を
核
と
し
た
サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
の
向
上
の
た
め
、
機
器
の
開
発
を
含
め
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ

等
の
新
た
な
技
術
を
活
用
し
た
サ
イ
バ
ー
対
処
業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
、
民
間
等
の
取
組
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、

官
民
で
連
携
し
て
必
要
な
施
策
を
検
討
し
、
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
新
た
な
技
術
を
活
用
し
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
処

策
に
つ
い
て
、
不
断
に
検
討
を
行
い
、
迅
速
に
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


